
〈
研
究

論

文

了
〉

西
田
哲
学
の
形
成
に
及
ぼ
し
た
現
代
物
理
学
の

影
響
に
つ
い
て
の
思
想
史
的
考
察

は

じ

め

に

本
稿
で

は
、
西

田
幾
多
郎
が
独
自

の
哲
学
的
立
場
を
確
立
し

た
と

い
わ
れ

る
場
所
の
論
理
を
構
想
す

る
に
際

し
て

、
現
代
物

理
学

の
理
論

か
ら
大
き

な

示
唆
を
得
て

い
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
、
西

田
哲
学
が
、
西
田
個
人

の
思

索

に
よ

っ
て

だ
け
で

は
な
く
、
大
正

デ
モ

ク
ラ

シ
ー
期
の
時
代
思
潮

の
中
で

生

ま
れ
た
も
の
で

あ
る
こ

と
を
論
証

し
た
い
。

一
九
一
一
年
の
『
善

の
研
究
』

の
刊

行
か
ら
、
一
九
二

六
年

の
「
場
所
」

論
文
で
西

田
が
独
自

の
哲
学

的
立
場

を
確

立
す

る
ま
で

の
大
正

デ
モ

ク
ラ

シ
ー
期
に
は
、
日
本
で

は
教
養

主
義
・
文

化
主
義
の
思
潮

の
中
で

、
学

問
・

芸
術
な
ど
様
々
な
分
野
で
大
き

な
進
展

が
見
ら
れ
、
よ

う
や
く
欧
米

の
文
化

や
学
問
の
最
新

の
成
果

を
ほ
ぼ
同

時
期
に
摂
取

し
得
る
段
階

に
達
し

た
。

ま

矢
　
崎
　
　
　

彰

た
世
界
史
的

に
見
て
も
こ
の
時
期
は
、
特

に
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
は
、
近

代
社
会
の
在
り
方
を

総
体
と
し
て

問
う
よ
う
な
新
た
な
思
想
が
生
ま
れ
、
近

代

か
ら
現
代

へ
、
思

想
の
大
き
な
転
換
期
で

あ
っ
た
。

物

理
学

の
分
野
で

も
、
一
九
〇

〇
年
に
プ
ラ
ン
ク
が
量
子

仮
説
を
唱
え
た

こ
と
に
端
を
発
す

る
量
子
力
学
と
、
ア
イ
ン

シ
ュ
タ
イ

ン
の
相
対
性
原
理
の

二
つ
の
革

命
的
な
理
論
が
発
表
さ
れ
、
古
典
物
理
学
と
は
区
別
さ
れ
る
現
代

物
理
学
が
成
立
す

る
。
日
本

の
自
然
科
学
も
、
明
治
期
の
富
国
強
兵
政
策
に

よ
る
科
学
技

術
偏
重

か
ら
、
学
問
と
し
て

の
自
立
を
目
指
し
、
根
本
的
な
学

理
研
究
に
力
が
注
が
れ
る
段
階
を
迎
え
て
い
た
。
ま
た
注
目
す
べ
き
点
は
、

現
代

物
理
学

の
新

た
な
理
論
を
逸
早
く
日
本
に
紹
介
し
た
石

原
純
が
ア
ラ
ラ

ギ
派

の
歌
人
で

あ
り
、
ま

た
寺
田
寅
彦
は
漱
石
門
下
の
一
人
と
し
て
数
多
く

の
名
随
筆

を
残
し
て

い
る
よ
う
に
、
理
論
研

究
に
携
わ

っ
た
物
理
学
者
達
が

察考的史想思のてＬ
Ｖ
つに響影の学四代現たしぼ及に成形の学哲田西8
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人
文
科

学
の
分
野
で
も
活
躍
し
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
そ
の

影
響
が
自
然
科
学

の
範
疇

に
止
ま
ら
な

い
と

い
う
現
代
物
理
学
の
性
格
を
示

し
て

い
る
。

西
田

は
自
然
科
学
の
分
野
に
も
造
詣
が
深
く
、
少
年
の
頃
か
ら
北
条
時
敬

の
影
響

に
よ

っ
て
数
学

に
も
強
い
興
味
を
持
ち
、
第
四
高
等
中
学
校
予
科

か

ら
本
科
へ
の
進
学

に
際
し
て
も
哲
学
か
数
学
か
で
悩
ん
で
い
る
。
ま
た
そ
の

頃
の
執
筆
と
推
定
さ
れ
る
金
田
（
山
本
）
良
吉
宛
書
簡
で
は
、
金
田
の
精
神

不

朽
論

に
対

抗
し
て
、
「
愚
考

フ
ル
ニ
宇
宙
間

二
存

在
セ
ル
物
体

ハ
千
変
万

化

殆

ン
ト
名
状
ス
ル
能

ハ
ス
ト
雖

モ
　

六
十
三
元

素
ノ
元
子

ヨ
リ
テ
成
立

シ

此
世

二
現

ハ
ル
現
象
種
々
ア
ル
モ
　
只

其
各
個
元
子

二
供
フ
ル
カ

ナ
ル
者

ア
リ
テ
起
ル
ニ
相
違
ナ
シ
」
（
1
8
―
三
頁
）
と
物
理
学
の
知
識
に
基
づ
く
唯
物

論

的
な
考
え

を
述
べ
て

い
る
。

西

田
が
本
格
的
に
物
理
学

に
関
す

る
知
識

を
学

ん
だ
の

は
、
主
と
し
て
桑

木

或
雄
と
田
辺
元

を
通
じ
て
で
あ

っ
た
。

桑
木

は
日
本

に
お
け

る
科
学
哲
学

・
科

学
史
の
第
一
人
者
で

、
西
田
と

は
実
兄

の
厳
翼

が
京
大
で
同
僚

だ
っ
た

こ
と

か
ら
、
お
互

い
の
論
文
の
遣
り
取
り

や
手
紙

を
通
じ
て
交
際
を
深

め
た
。

田
辺

は
東

京
帝
国
大
学
数
学
科

に
入
学
し

た
後
、
哲
学
科
へ
転
科
し
て
哲
学

研
究
者

と
な
り
、
東
北
帝
国
大
学
理
学
部
で

は
科
学
概
論
の
講
義
を
行

っ
て

い
る
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃

か
ら
西
田
と
の
間
で
書
簡

の
遣
り
取
り
を
通
じ
て

交
際
が
始

め
ら
れ
て

い
る
。

以
上

の
よ

う
な
時
代
背
景
及
び
人
的
つ
な

が
り

か
ら
西
田
も
現
代
物
理
学

の
動
向

に
関

心
を
寄
せ
、
そ
の
知
識
が
西
田
哲
学
の
形
成
に
影
響
を
及
ぼ
し

て

い

く

こ

と

に

な

る
。

一
　

物

理

学

の

方

法

と

認

識

を

め

ぐ

っ
て

一
九
〇
八
年
、
マ
ッ
ク
ス
＝
プ
ラ
ン
ク
が
オ
ラ
ン
ダ
の
ラ
イ
デ
ン
大
学
で

行

っ
た

「
物

理

学

的

世

界

像

の
統

一

」

と

題

す

る

講
演

で

マ

ッ

ハ
の

経

験

論

を
批
判
し
、
こ
れ
に
エ
ル
ン
ス
ト
＝
マ
ッ
ハ
が
応
え
た
こ
と
か
ら
両
者
の
間

で

、

物

理

学

の
方

法

と

哲

学

上

の

認

識

論

を

め

ぐ

る
論

争

が

展

開

さ

れ

た

。

物

理

学

と

哲

学

の

両

分

野

に

亙

る

こ

の
議

論

を
逸

早

く

日

本

に

紹

介

し

た

の

が

桑

木

或

雄
で

あ

っ

た
。

桑

木

は

既

に

「
説

明

と

記

載

」
（
『
理
学
界
』
第

四

巻
一
号

、
一
九
〇
六
年
七
月
）
で

、

キ

ル

ヒ

ホ

ッ

フ
や

マ

ッ

ハ
の

議

論

を

取

り

上

げ

て

、

自

然

科

学

を

説

明

的

（
Ｅ
ｒ
ｋ
ｌａ
ｒ
ｅ
ｎ
ｄ
ｅ
）

科

学

と

記

載

的
（
ｂ
ｅ
-

ｓ
ｃ
ｈ
ｒ
ｅ
ｉ
ｂ
ｅ
ｎ
ｄ
ｅ
）
科
学
に
分
類
す
る
物
理
学
界
の
動
向
を
紹
介
し
て
い
た
が
、

「
物

理

学

上

認

識

の
問

題

」
（
『
理
学
界
』
九
巻

九
号
、
一
九

二
一
年
三

月
）
で

両

者

の

議

論

を
取

り
上

げ
て

い

る
。

マ

ッ

ハ

の
自

然

科

学

的
認

識

論

は
、

諸

々

の
感

覚

の

外

に

事
実

や

実
在

と

い
う

も

の
は

な

く

、

感

覚

的
事

実

を

思

惟

を

最
も

経

済
す

る

よ

う

に

模
写

す

る

の
が

科

学

的

認

識

の

問
題

で

あ
り

、

形

而

上

学

的
要

求

を

排

除
す

る
と

主
張

す

る
も

の

で

、

一

方

、

プ

ラ

ン

ク

の
実

在

論

は

、

形
而

上

学
要

求

を
是

認

し

、

感

覚

か

ら

超

脱

す

る
不

変

の
認

識

を

得

る

の

が

科
学

者

の
問

題

で

あ

る
と

す

る
も

の

で

あ

る

。

以

上

の

よ

う

に
要

約

し

た
上

で

、

桑

木

は

基

本

的

に

マ
ッ

ハ
の
認

識

論

の

立
場

を

支

持

し

つ

つ
、

マ

ッ

ハ
が

一

切

の

仮

説

を
否

定
す

る

の

に
対

し

て

、

Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
ｉｎ
ｇ
　
Ｈ
ｙ
ｐ
ｏ
ｔ
ｈ
ｅ
ｓ
ｉｓ

と

い

う

考

え

を

用

い
れ

ば

、

仮

説

と

法

則

の

間

8
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に
大

き

な

差

は

な
く

な
り

、
物

理

学
上

の

仮

説

は
現

象

を

説

明

す

る
も

の
で

も

な

く

、
本

体

を
模

写

す

る
も

の
で

も

な

い

に

も
拘

わ

ら

ず

、

認

識

論

上

に

仮

説

が

欠

か

せ

な

い

の

は

、
「
合

法

性

に

対

す

る

吾

人

の

欲

求

」

に

よ

る
も

の

で

あ

る
と

し

て

、

思

惟

の
合

法

性

を

主
張

す

る
。

感

覚

か

ら

思

惟

に
至

る

過

程

を

「
感

覚

事

実

を
表

象

に

於
て

再

現
す

る

こ
と

科

学

に

近

づ
く

第

一
歩

で

あ

る
。
（
中
略
）
表

象

の

聯

合

よ

り

論

理

的

思

惟

を

発

生

し

夫

れ

よ

り

合

法
性

の

認
識

を
導

く

の
で

あ

る

。
」

と
説

明

し

、
こ

の
よ

う

に
し

て

、
「
感

覚

を

離

れ

ず
、

吾

人

に
独

立

な

ら

ざ

る
物

理

学

的
認

識

」

に
至

る

こ

と

が

出

来

る

と

論

ず

る

。
（
以

上
、
桑
木

或
雄
著

『
物

理
学
と
認
識
』
改

造
社

、
一
九

二
二
年
、

五

八
頁
）

更

に

桑
木

は

「
熱

力

学

の
方

法

」
（
『
理
学
界
』
一
一
巻
七
号
　

一
九
一
四
年
一

月
）
で

、
「
記

載

と

云

い

て

何

等

の

仮

説

よ

り

も

自

由

な

る

べ

し

と

す

る

こ

と

も
出

来
ず

、

説

明

と

云

い
て

経

験

を

飛
躍

し

得

べ

し

と

す

る

こ

と

も

能

わ

ぬ

。

認

識
論

上

記

載

も

説

明

も

共

に

構

成

と

云

う

一

事

に

帰

す

る
。
」
（
前
掲

書
一
四
三
頁
）
と

述

べ

て

、

記

載

も

説

明

も

結

局

構

成

と

い

う

も

の

に

一

致

す

る
と

論
じ

て

い
る

。

こ

の

よ
う

な

物

理

学

の
議

論

を
哲

学

上

の
認

識

の

問

題

と

し

て

取

り

上

げ

た

の

が
田

辺

元

で

あ

っ

た
。

田

辺

は

「

桑
木

理

学

士

の

『
物

理

学

上

認

識

の

問
題
』
」
（
『
哲
学
雑
誌
』
三
一
〇
号
、
一
九
一
二
年
十
二
月
）
で
桑
木
の
議
論
を
紹

介
し

、
桑

木

の

立

場

を

基

本

的

に

は

マ

ッ

ハ
と

同

じ

実

証

論

の

立

場

と

見

る

が

、

マ

ッ

ハ
と

は
異

な

り

、

桑

木

は
思

惟
の

統

一

、

合

法

性

を

重

視

し

て

お

り

、

田

辺

は

こ

こ

に

注

目

し

て

「
桑

木

氏

は

マ

ッ

ハ
の

取

る

ヒ

ュ
ー

ム
的

立

脚
地
よ
り

、
一
歩
を

カ
ン
ト
の
立
場
に
進
め
ら
れ

た
も
の
と
言
う
て
宜
か
ろ

う
。
」
と
評

し
て

い
る
。
他
方
、
プ

ラ
ン
ク
に
関

し
て
は
、
認
識

論
上
実
在

論
と
位
置
づ
け

る
こ
と

に
疑
問
を
呈
し
、
彼
の
主
張
す
る
「
物
理
学
体
系
の

客
観
化
」

は
「

カ
ン
ト
の
先
天
観
念
論
に
依
っ
て
始
め
て
充
分

に
説
明
せ
ら

る
べ
き
も

の
で

は
あ

る
ま

い
か
」
と
述
べ
て

、
プ
ラ

ン
ク
の
立
場
も
桑
木
の

立
場
と

か
な
り
接
近
し

た
も
の
で

あ
る
こ
と

を
論
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
唯

理
論
的
な

プ
ラ

ン
ク
と

経
験
論
に
立
つ
桑
木
と

の
間
に
は
明
ら

か
な
相
違
が

認

め
ら
れ
、
こ
れ

は
「
実

に
現
代
認
識
論
の
二
大
傾
向
た
る
先
天
派
と
経
験

派
と
の
対
立
に
外
な
ら
な
い
。
」
（
以
上
、
『
田
辺
元
全
集
』
1
4
―
一
一
二
三

頁
）
と
、

マ
ッ

ハ
と

プ
ラ
ン
ク
の
論
争
が

、
当
時
の
哲
学
が
直
面

し
て

い
た

課
題
に
触
れ
る
問
題
で
あ
る
点
を
指
摘
し
て

い
る
。

西
田
は

『
善
の
研
究
』
の
「
序
」
で

「
純
粋
経
験
を
唯
一
の
実
在
と
し
て

す

べ
て
を
説
明
し
て
見

た
い
と
い
う
の
は
、
余
が
大
分
前
か
ら
有

っ
て
居

た

考
で
あ

っ
た
。
初

は
マ
ッ
ハ
な
ど
を
読
ん
で
見

た
が
、
ど
う
も
満
足
は
で
き

な
か
っ
た
。
」
と
述

べ
て

い
る
よ
う
に
、
マ
ッ
ハ
か
ら
出
発
し
、
「
個
人
あ
っ

て
経
験
あ
る
に
あ
ら
ず
、
経
験
あ
っ
て
個
人
あ
る
の
で
あ
る
」
（
①
―
四
頁
）

と

い
う
考
え

か
ら
独
我
論
を
脱
し
、
純
粋

経
験
を
基
本
概
念
と
す
る
哲
学
を

打
ち
立
て
た
。
そ

の
背
景

に
は
「
私
は
何
の
影
響
に
よ

っ
た
か
は
知
ら
な
い

が
、
早
く
か
ら
実
在

は
現
実
そ
の
ま
ゝ
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
所

謂
物
質
の
世
界
と

い
う
如
き
も
の
は
此

か
ら
考
え
ら
れ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い

と
い
う
考
え
を
有
っ
て
い
た
。
」
（
①
―
七
頁
）
と
い
う
実
在
観
が
あ
り
、
物

質
や
実
在
と
い
う
も
の
を
ま
ず
疑
っ
て
み

る
と
こ
ろ
か
ら
出

発
し
た
こ
と

が
、

察考的史想思のてｔ
Ｖ
つに響影の学理物代現たしぼ及に成形の学哲田西５只
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西
田

を
し
て
倫
理
学
な
ど
実
践
の
問
題

に
止
ど
ま
ら
せ
ず
に
、
哲
学
の
根
本

問
題

に
向

か
わ
せ
た
理
由
で
あ
る
。

こ

の
よ
う
な
視
点

か
ら
西

田
は
従
来
の
自
然
科
学

に
不
信
感
を
抱
い
て
お

り
、
人

々
が
絶
対
の
信
頼
を
寄

せ
て
い

る
科

学
も
、
「
仮
定
的
知
識

の
上
に

築
き
上
げ
ら
れ
た
者
で
、
実
在
の
最
深
な
る
説
明
を
目
的
と
し
た
者
で
は
な

い
。
」
（
①
―
四
七
頁
）
と
考
え
て

い
た
。

こ
う
し

た
科

学
に
対
す

る
不

信
感

は
、
日
本
の
急
速
な
文
明
の
進
歩
に
違
和
感
を
感
じ
る
人
々
に
共
通
の
も
の

で
、
日
露
戦
後
の
時
代
の
一
つ
の
傾
向
で
あ

っ
た
。
従
来
の
科
学
の
在
り
方

に
不
満
を
抱

い
て
い
た
西
田
が
自
然
科
学
の
認
識
に
関
す
る
議
論
に
興

味
を

抱
い
た
の
は
、
当
然
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

『
善
の
研
究
』
に
続
く
「
自

覚
に
於
け

る
直
観
と
反

省
」
で

は
、
純
粋

経
験

の
真
理
主
義
的
な
立
場

を
克
服
す

る
た
め
に
、
新
カ
ン
ト
派

の
論
理
主
義

に

学
び
つ
つ
、
自
覚
の
立
場

か
ら

価
値
と
存
在
、
意
味
と
事
実

の
結
合
を
説
明

す
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
い
た
。
つ
ま
り
当
時
の
哲
学
上

の
二
つ
の
主

な
潮

流
で
あ

っ
た
ベ
ル
グ
ソ
ン
な
ど
の
純
粋
経
験
派
と
新
カ
ン
ト
派

の
純
論

理
派

を
統
合
し
て
新
た
な
哲
学
的
立
場

を
打
ち
立
て
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
た
。

先
に
見
た
よ
う
に
田
辺
は
マ
ッ

ハ
と
プ
ラ

ン
ク
の
議
論
を
こ
の
両
派

の
哲
学

上
の
問
題
と
し
て
捉
え
て
い
た
。
つ
ま
り
物
理
学
の
方
法
と
認

識
を

め
ぐ

る

こ
の
議
論
は
、
当
時
の
西
田

の
哲
学
上
の
課
題
と
一
致
す
る
も

の
で
あ

っ
た
。

一
九
一
四
年
二
月
一
四

日
付

桑
木
宛

書
簡
で
「
御
考
の
如
く
記
載
と

い
う
も

説
明
と
い
う
も
要
す
る
〔
に
〕
我

々
の
知
識
構
成
の
同

一
な
る
方
向

よ
り
出

て

来
る
も
の
に
は
あ
ら
ざ
る
か
と
存

じ
候
　
小
生
な
ど
は
何
故
に
ｂｅ
ｓ
ｃ
ｈｒ
ｅ
ｉ
-

b
e
n
し
得
ざ
る
純
粋
経
験
を
ｂ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ｒ
ｅ
ｉ
ｂ
ｅ
ｎ
し
う
る
か
　
自
然
科
学
的
知

識

は

い

か
に

し

て

可

能

な

る

や

な

ど

考

え
度

存

じ

侯
　

田

辺
君

の

詳
密

な

る

議
論
も
面
白
く
よ
み
侯
」
（
1
8
―
一
七
三
頁
）
と
述
べ
て
お
り
、
西
田
は
こ
の

議

論

に

強

い

関

心

を

抱

い

て

い

た

こ
と

が

わ

か
る

。

ま

た

そ

も

そ

も

田

辺

は

哲

学

の

上
で

は
西

田

の

影

響

を

強
く

受

け

て

お
り

、

キ

ル

ヒ

ホ

ッ
フ

や

マ

ッ

ハ
の

議

論

に

つ

い
て

論

じ

た

「

物

理
学

的

認

識

に
於

け
る
記
載
の
意
義
」
（
『
哲
学
雑
誌
』
三
一
九
号
、
一
九
一
三
年
九
月
）
で
も
、

「
以

上

述

べ

た
考

は
西

田

教

授

の

著

書

『
善

の
研

究

』

及

「
認

識

論

に

於

け

る

純

論

理

派

の

主

張

に
就

て
」

と
題

す

る
論

文

に
現

れ

た
思

想

に
負

う

所

が

甚
だ
多
い
。
」
（
『
田
辺
元
全
集
』
①
―
二
六
頁
）
と
注
記
し
て
い
る
。

以

上

見

て
き

た

よ

う

に

、
西

田

・
桑

木

・

田

辺

の
三

者

の
間

に
共

通

の

問

題

意
識

と

課

題

が
成

立

し

て

い

た
こ

と

が

分

か

る

。

次

に

、
西

田

も

桑
木

、

田

辺

も

実

在

と

認

識

の

問
題

を

哲

学

あ

る

い

は

物

理

学

の

問
題

に
限

定

せ
ず

、
広

く

文

化

一

般

の

問

題
と

し

て

捉

え

て

い

る

点

に

注

目

し

た

い
。

桑
木

は

「
文

芸

上

の

描

写

論

と

科
学

」
（
一

九
一
五

年
二
月
）

で

、

キ

ル

ヒ

ホ

ッ

フ
や

マ

ッ

ハ
の
記

載

派

は
ゾ

ラ

な
ど

の
文

芸

上

の
自

然

主

義

に

、

プ

ラ

ン

ク

ら
説

明
派

は
理

想

主

義

、

文

芸

上

の

ネ

オ

ロ

マ

ン
チ

シ

ズ

ム
に
比

し

得

る
も

の
で

あ

る
と

述

べ
て

い
る

。

こ

の
小

論

に
対

し

て

、

西

田

は

「
実

は
小

生

も

か
ね

て

よ
り

或

一
時

代

の

文

芸
　

科

学
　

哲

学

と

い
う

も

の
が
一
ツ
Ｋ
ｕ
ｌ
ｔ
ｕ
ｒ
ｇ
ｅ
ｉ
ｓ
ｔ
（
そ
う
い
う
語
を
用
い
う
る
と
す
れ
ば
）
と
い
う

如

き

も

の

に
支

配

せ
ら

れ

居

り
　

そ

の

間

に
密

接

の
関

係

あ

り
　

特

に
近

代

文
芸
の
ゾ
ラ
な
ど
の
自
然
主
義
か
ら
印
象
主
義
に
変
じ
近
頃
の
E
x
p
r
e
-



s
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
ｉ
ｓ
m
と
い
う
如
き
も
の
に
発
展
し
行
く
み
ち
ゆ
き
が
明
に
哲
学
　
科

学
の
上

に
指
摘
し
得

る
と
考

え
居

り
侯
　
御
論
文

に
よ
り
此
考
を
明

に
す

る

を
得
て
愉
快
に
存
じ
侯
」
（
一
九
一
五
年
二
月
一
四
日
付
桑
木
宛
書
簡
、
1
8
―
一
七

九
頁
）
と
述

べ
、
田
辺

も
ま

た
同
様

の
感
想
を

述
べ
て

い
る
。
（
『
田
辺
元
全

集
』
1
4
―
一
六
五
頁
）
こ
の
よ
う
に
哲
学
上
の
認
識
の
問
題
や
物
理
学
上
の
議

論
も
、
大
正
期

の
文
化

主
義

・
教
養
主
義

の
思
潮
の
中
で
捉
え
ら
れ
て

い
た

の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と

は
文
化

の
基
礎
づ
け

を
哲
学
の
課
題
と
考
え

、
「
現
代
の
哲

学

の
問
題

は
種

々
な

る
学
問

の
拠

っ
て

立
つ
基
礎

を
明

に
せ

ん
と
す

る

に
あ

る
」
（
1
4
―
七
六
頁
）
と
い
う
西
田
の
哲
学
観
と
関
連
が
あ
る
。

西

田
は
現
代
の
哲

学
が
諸

学
問

の
基
礎

を
明
ら

か
に
す
る
の
と
同
様

に
、

諸
科
学
に
お
い
て
も

そ
れ
ぞ
れ
の
学
問
の
基
礎
を
明
ら
か

に
す

る
傾
向

に
あ

る
と
論
じ
て

い
る
。
物
理
学
に
関
し
て
も
、
そ
の
知
識
が
構
成

さ
れ
る
根
底

と
な
る
ア
プ

リ
オ
リ
が
な
け
れ

ば
な
ら
な

い
と
し
、
「
物
理

学
者
が
理

論
の

間
の
調
和

統
一
を
考
え
る
と
か
、
二
つ
の
理
論
を
比

較
し

其
一
を
択
ぶ
と
か

い
う
の
は
此
の
如

き
理
想
に
基
く
の
で
あ
ろ
う
。
此
間

に
は
所

謂
実
用
主
義

の

い
う
如

き
生
活

の
利
害

と

い
う
如
き
標

準
を
容
れ

る
余
地

は
な

い
と
思

う
」
（
①
―
三
六
七
頁
）
と
、
物
理
学
者
が
物
理
学
の
ア
プ
リ
オ
リ
を
実
用
主

義
と
し
て
い
る
こ
と
に
不
満
を
表
し
、
む
し
ろ
新
理
想
主
義

と
解
す
る
の
が

正

し

い
の
で
は
な
い
か
と
主
張
し
て

い
る
。
物
理
学
者

に
対

す
る
同

様
の
批

判
は
、
桑
木

に
向
け
て
も
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て

、
こ
う
し
た
ア

プ
リ
オ
リ
を
示

す
物
理
学
の
新
た
な
理
論
と
し
て

相
対
性
原

理
に
注
目
す
る

の
で
あ
る
。

二
　

現

代

物

理

学

と
場

所

の

論

理

ア
イ

ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
一
九
一
四
年
に
一
般
相
対
性
原
理

に
関
す
る
研

究

を
発
表
し
、

一
九

一
九
年
五
月
二
九
日
の
皆
既
日
食
の
観
測

に
よ

っ
て
そ
の

理
論
が
実
証

さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
学
問
の
世
界

だ
け
で
な
く
、
広
く
世
間
一

般
に
も
名
が
知

ら
れ

る
よ
う
に
な

っ
た
。
西
田
が

ア
イ

ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
理

論

に
強

い
関
心

を
抱

い
て

い
た
こ
と
は
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ

ン
の
日
本
へ
の

招
聘
を
提
案
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
伺
え
る
。
西
田
は
一
般
相
対
性
原
理
の

発
表

を
受

け
て
、
「
今

度
の
ア
イ
ン

シ
ュ

タ
イ
ン
の
考
方

（
無
論
私

は
ま
だ

何
も
分
ら
ぬ
の
で
あ

る
が
）
な
ど
は
私

は
こ
う
い
う
点

か
ら
便
宜

に
な

っ
た

と
い
う
事
だ
け
で
な
く
物
理
学
と
し
て
非
常
に
面
白
い
I
d
e
a
と
思
い
ま
す

物
理
学
と
し

て
は
誠
に
深

い
所
ま
で
い
っ
た
　

こ
こ

か
ら
す
ぐ

哲
学
と
結

合
す

る
の
で
は
な

い
か
と
思

わ
れ
ま
す
」
（
一
九
二
二
年
八
月
二
六
日
付
桑
木
或

雄
宛
書
簡
、
1
8
―
二
五
五
～
六
頁
）
と
述
べ
て
、
そ
の
哲
学
的
意
義
に
注
目
す

る
。相
対

性
原

理
が
哲
学
に
及

ぼ
し
た
最
も
大
き
な
影
響

は
、
従

来
の
時
間
と

空
間

に
関
す

る
概
念
を
変
え
た
こ
と
で
あ

っ
た
。
相
対
性
原

理
は
絶
対
時
間

・
絶
対

空
間

が
成
り
立
た
な
い
こ
と
を
示
し
、
ミ
ン
コ
フ
ス
キ
ー
は
、
世
界

は
時
間

を
第
四

の
座
標
と
す

る
四
次
元
の
世
界

で
あ
る
と
説
明

し
た
。
西
田

は

『
自
覚
に
於
け
る
直
観
と
反
省
』
の
中
で
も
既
に
、
物

理
現

象
の
座
標
の

取
り

方
に
よ

っ
て
時
間
の
前
後

が
定
ま
る
と
い
う
新
た
な
時
間

の
概
念
を
、

察考的史想思のてＦ
Ｖ
つに響影の学理物代現たしぼ及に成形の学哲田西8
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エ
ラ
ン
・
ヴ
ィ
タ
ー
ル
の
内
面
的
創
造
や
フ
ッ
サ
ー
ル
の
現
象
学
的
時
間
と

の
関
連
で
論
じ
て
い
た
（
②
―
二
二
六
～
七
）
が
、
物
理
学
の
問
題
を
本
格
的

に
扱
っ
た
論
文
が
「
物
理
現
象
の
背
後
に
あ
る
も
の
―
―
理
念
の
因
果
と
経

験
的
因
果
―
―
」
（
『
思
想
』
二
七
号
、
一
九
二
四
年
一
月
）
で
あ
る
。

西

田
は
ま
ず
物
理
学
の
上
で
物

と
物
と
が
働
く
と

は
如
何
な
る
こ
と
で
あ

る
か
と
い
う
問

い
か
ら
出
発
す

る
。
物

と
物
と
が
働
く
と
考
え
る
遠
隔
作
用

の
物

理
学

に
対
し
て
、
空
間
を
「
力

の
場
」

と
考
え

る
近
接
作
用
の
物
理
学

に
着
目
す

る
。
そ
こ
で
は
、
物
と
物
と
が
働

く
の
で

は
な
く
、
物
が
あ
る
と

い
う
こ
と

に
よ

っ
て
空
間
が
力
の
場
と
な
り

、
そ
の
力
の
場

の
変
化

に
よ

っ

て
物
理
的
現
象
が
説
明
さ
れ
る
。
つ
ま
り
働
く
物
で
は
な
く
、
働
き
の
現
れ

る
空
間
が
物
理
的
性
質
・

物
理
的
実
在
性
を
帯
び
る
と
考
え

る
立
場
で

あ
る
。

こ
う
し
た
発
想
は
フ
ァ
ラ
デ
ー
の
電
磁
場
の
研
究
を
受
け
継
ぎ
、

そ
れ
を
数

学
的
に
定
式
化
し
た
マ
ク
ス
ウ
エ
ル
の
理
論
等
に
示
唆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

近
接
作
用

の
物

理
学
の
立
場

に
立

っ
て

、
物
は
空
間
時
間

の
上

に
成
立
し
、

空
間
時
間
の
上
に
物

の
変
化

、
運
動

と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
と
す

る
な

ら

ば
、
物
の
個
物

と
し
て
独

立
性

は
如

何
に
し
て

維
持

さ
れ

る
か
、
と
い
う

の
が
次
の
問
題
と

な
る
。

西

田
は
ロ
ッ
チ
ェ
の
言

っ
た
よ

う
に
時
間
空
間

の
中

に
物
が
働
く

と
い
う

の
で

は
な
く
、
物

の
中

に
時
間
空
間

が
あ
る
と
考
え

、
空
間
と
時
間
と

は
共

に
所
謂
実
在

の
形
式
と
し
て
別

々
の
も

の
で

は
な
く

、
内
面
的
に
結
合
し

た

も

の
で

あ

っ
て
、
「
我

々
の
意

志
の
表
現

と
し
て
先

ず
力
と

い
う
も

の
が
考

え
ら
れ
、
そ
の
一
般
形
式
と
し
て
時
間
空
間
と

い
う
も
の
が
考
え
ら
れ
る
」

（
④
―
五
八
頁
）
と
述
べ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
は
西
田
が
『
自
覚
に
於
け
る

直
観
と
反
省
』
で
到
達

し
た
絶
対
自
由
の
意
志
の
立
場
を
、
内
面
的

に
結
合

し
た
空
間
と
時
間

の
概
念

を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
発
展
さ
せ
た
も

の
で
あ

る
。
そ
し
て
西
田

は
時
間
、
空
間
、
質
量
を
統
一
し
て
物
理
的
世
界

を
構
成
す
る
ア

プ
リ

オ
リ
と
な

る
べ
き
も
の
が
、
相
対
性
原
理
の
考
え
に
含

ま
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
④
―
六
四
頁
）

更

に
空
間
と
内
面
的

に
結
合
し
た
時
間
と
い
う
概
念
を
取
り
入
れ
る
こ
と

で
、
精
神
現
象
と
物
理
現
象
の
一
致
を
説
明
す

る
。
精
神
現
象
も
物
理
現
象

も
共
に
意
志
の
ア
プ
リ

オ
リ
に
於
て

成
り
立
ち
、
そ
の
区

別
は
時
の
内

容
に

よ
り
、
「
時
の
坐
標

が
無
内
容

に
し
て
形

式
的
な
る
時
、
物

理
的
世
界

が
成

り
立
」
ち
、
「
時
が
積
極

的
内
容
を
有
す

る
時

、
精
神
現

象
が
成
り
立
つ
」

の
で

あ
る
。
意
志

に
於
て

は
主
観
が
客
観
を
従
え
、
作
用

の
作
用

の
内
容
が

意
志
の
積
極
的
内
容
を
成
す
の
で
あ
る
。
（
④
―
七
〇
頁
）

以
上

見
て
き

た
よ

う
に
、
こ
の
段
階
の
西
田
の
哲
学
の
議
論

は
『
自
覚

に

於
け

る
直
観
と
反
省
』

の
絶
対

自
由

の
意
志
の
立
場
を
出

る
も

の
で

は
な
く
、

西

田
哲
学
の
成

立
を
示

す
「
場
所
」

の
論
理
が
論
理
と
し
て
確

立
さ
れ

る
に

は
、
ギ
リ

シ
ア
哲
学

、
プ
ラ
ト
ン
の
テ

ィ
マ
イ
オ
ス
（
場
所
）

や
ア
リ

ス
ト

テ
レ
ス
の
ヒ
ポ
ケ
ー
メ
ノ
ン
（
基
体
）
な
ど
の
概
念
を
取
り
入

れ
な
け
れ
ば

な
ら

な
か
っ
た
。
し

か
し
、
場
所
の
概
念
の
成
立
に
は
電
磁
場

な
ど
の
物
理

学
上

の
理
論
が

ヒ
ン
ト
に
な

っ
て

い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
ま
た
新
た

な
時
間

空
間
の
概
念
の
展
開

は
、
相
対
性
原
理
の
影
響

に
よ
る
も

の
で
あ
る

こ
と

は
言
う
ま
で
も
な

い
。



お

わ

り

に

こ
れ
ま
で
場
所
の
論
理
の
成
立

に
つ
い
て
は
、
プ
ラ
ト

ン
や

ア
リ

ス
ト
テ

レ
ス
な
ど
ギ
リ

シ
ア
哲
学
の
論
理
と
の
関
連
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
の

端
緒

は
現
代
物
理
学
の
動
向

に
示
唆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
西
田
自
身
も
後

に
「
私
も
実
証
主
義
者
で
す
　

併
し

マ
ッ
ハ
な
ど
と
違
い
徹
底
的
実
証
主
義

者
で
す
　

そ
う
し
て

フ
ァ
ラ

デ
ー
　

マ
ッ
ク
ス
ウ
ェ
ル
の

「
場
」
の
考
を
徹

底
的

に
す
べ
て
の
科
学
の
根
底

に
ま
で
深
め
広
め
て
考
え
た
い
と
思

い
居
る

の
で
御
座
い
ま
す
」
（
一
九
四
四
年
九
月
二
〇
日
付
桑
木
或
雄
宛
書
簡
、
1
9
―
三
二

九
）
と
述
べ
て
お
り
、
現
代
物
理
学
か
ら
の
影
響

を
意

識
し
て
い
た
。

一
九
二
〇

年
代
後
半
以
降
も
現
代
物
理
学
の
進
歩

は
目
覚

ま
し
く
、
量
子

力
学
の
理
論
は
一
層
の
発
展
を
見
せ
、
ま
た
ボ
ー
ア
に
よ
る
相
補
性
の
理
論

や

ハ
イ
ゼ
ン
ベ
ル
ク

に
よ
る
不
確
定
性
原
理
な
ど
、
哲
学
上

の
概
念

に
も
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
す
新
た
な
理
論
も
発
表
さ
れ
た
。
西

田
は
一
九
三
七
年
に

ニ
ー
ル
ス
・
ボ
ー
ア
が
来
日
し
た
際
に
も
、
講
演
を
聞
き

に
行
く
な
ど
、
物

理
学
の
新
し
い
動
向
に
も
引

き
続
き
強
い
関
心
を
示
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
を

通
じ
て
得
た
知
識
に
つ

い
て

は
後

に
「
物
理
の
世
界
」
（
『
思
想
』
一
九
四
四
年

一
月
）
で

論
じ
ら

れ
る
。

西

田
哲
学

の
場
所

の
論
理
は
現
代

物
理
学

の
影
響
を
受
け
て

成
立
し
た
も

の
で

あ
り
、

そ
れ
は
西

田
個
人

の
思
索

に
よ
っ
て
だ
け
で

は
な
く
、
一
九
一

〇

～
二
〇
年
代

に
か
け
て

の
文

化
的
・
社
会
的
関
心
の
中

か
ら
生
ま

れ
た
も

の
で
あ

っ
た
。

※
引
用
に
つ
い
て
は
逐
一
注
記
せ
ず
、
本
文
中
に
出
典
を
示
し
た
。
ま
た
「
西
田
幾

多
郎
全
集
」
か
ら
の
引
用
は
巻
数
と
頁
数
の
み
を
①
―
○
頁
の
よ
う
に
略
記
し
た
。

※
本
稿
で
は
「
場
所
」
論
文
に
よ
っ
て
西
田
哲
学
が
成
立
す
る
ま
で
の
形

成
過
程
を

対
象
と
し
た
た
め
、
一
九
二
〇
年
代
後
半
以

降
の
現
代

物
理
学
の
新

た
な
展
開
の

影

響
に
つ
い
て
は
言
及
し
な
い
。

※
先
行
研

究
と
し
て
以
下

の
も
の
か
ら
多
く
を
学
ん
だ
。

金
子

務

『
ア
イ

ン
シ
ュ

タ
イ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
』
１
・
２

（
河

出
萱
房
新

社
、
一
九
八

一
年
）
。

根
井

康
之

『
現
代
自
然
科
学
と
哲
学
』
（
農
文
協
、
一
九
八
五
年
）
。

小
山

慶
太
『
漱
石
が
見
た
物
理
学
』
（
中
公
新
書
、
一
九
九
一
年
）
。

（
１
）
　
広
重
徹
『
科
学
の
社
会
史
』
（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
三
年
）

参
照
。

（
２
）
　
桑

木
宛
書
簡
一

九
一
六
年
一
月
一
一

日
付

、
同
年
四
月
二
一
日
付
、
一
九
二

二
年

八
月
一
一

日
付

、
同
年
八
月
二
六
日
付

他
。

（
３
）
　
金
子
前
掲
書
１
、
七
三
―
七
四
頁
。

（
や
ざ
き
・
あ
き
ら
、
日
本
近
現
代
思
想
史
、

早

稲

田

大

学

大
学

院
博

士

過

程
）

察考的史想思のてＦＶつに
響影の学理物代現たしぼ及に成形の学哲田西

－
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